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2017年　世界農業遺産認定
持続可能な水田農業を支える大崎耕土の伝統的な水管理システム



国内の世界農業遺産の認定状況

＜農林水産省HPより＞



世界農業遺産の5要素と大崎耕土の農業システム

世界農業遺産「大崎耕土」の特徴的な景観 & 農業生物多様性

 

約20,000戸の屋敷林「居久根」



約８０回のプログラム
延べ３５００人以上が参加

市内の様々な地域で活動
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「おおさき生きものクラブ」に係る団体

 ・NPO法人エコパル化女沼
   湿地の保全、調査、環境教育、食育、ツーリズム
 ・NPO法人鬼首山学校協議会
   林業支援、環境教育、食育、ツーリズム
   ・NPO法人蕪栗ぬまっこくらぶ
　　 　湿地の保全、調査、環境教育、バイオマス、ツーリズム

　・NPO法人シナイモツゴ郷の会
   湿地の保全、調査、農業支援、環境教育
   ・NPO法人田んぼ
　　 　調査、農業支援、環境教育、食育

 ・大崎自然界部
   環境教育、農業支援

    ・Social Academy 寺子屋
     居久根を活用した環境教育

おおさき生きものクラブを支える７団体



NPO法人シナイモツゴ郷の会
大崎市鹿島台地域の
「ため池」で活動

　

• シナイモツゴの復元　

• ブラックバス・アメ
リカザリガニの退治

• 次世代育成事業

「旧品井沼周辺ため池群」
環境省「自然共生サイト」に認定！

宝の都（くに）おおさき・宮城県大崎市

 SDGS未来都市モデル事業ネイチャー・ポジティブ定量化事業

概要
「世界農業遺産」認定に高く評
価された大崎耕土の特徴的な景
観である「居久根」が水田の生
物多様性に及ぼす影響について，
生物調査を行ない，定量評価す
るための指標および調査手法を
検討するもの。

調査対象：居久根の樹木・クモ
　水田のガン類・栽培状況・水　
　路の構造
対象地域：古川沢田地域

居久根からもたらされる効果
居久根および水田景観にお
ける生物多様性の保全に向
け，生物多様性の重要性の
見える化と保全活動の促進
を図る。

目的
・所有者の営農と暮らしを支える
　 地産地消・自給自足の実施
　　　　暑さ・寒さ対策
・地域住民や近隣企業を守る
　 減農薬への貢献
　　　　防災・減災機能
　　　　企業のCSR活動の推進
・市の政策を推進
　 マガン越冬地プロモーション
　　　世界農業遺産の認知度向上
　　　　GIAHSツアー企画・運営
・全国的な貢献
　 生物多様性の向上
　　　　在来種の保全
　　　　気候変動対策（CO２吸収）

世界の動き
COP15の世界目標
→３０by３０の推進
環境要因
→激甚化する自然災害やコロナ
　　　禍・戦争による価格高騰

屋敷林「居久根」及び水田の生物多様性の定量化・評価プロジェクト

大崎耕土の全域に広がる屋敷林「居久
根」は先人からの知恵が詰まっており，
人々の暮らしを守り，多くの生きものを
育んでいる。大崎市には約13,500戸も
の屋敷林があり，１戸当たり100本とす
ると，そこには約135万本以上の樹木が
存在しています。





＜概要＞
○　市のSDGsの取組「大崎耕土GIAHSを核とした持続可能な地域社会づくり」について理解・共感し，その実現に

向けて取組む，　個人や企業・団体等を市が「おおさきGIAHS・SDGsパートナー」として登録。
○　パートナーの見える化・課題や資源の共有・連携による世界農業遺産「大崎耕土」及びSDGsの推進

＜対象者＞
・　以下の登録要件を満たす，市内外の個人，法人，教育機関，その他の
   団体等
＜登録要件（概要）＞
・　「大崎耕土GIAHSを核とした持続可能な地域社会づくり」について

理解・共感し，市と連携して取組む意思があり，その実現に向けて
具体的に取組を実施していること。

・　取組が１７のSDGｓ目標と明確に関連付けられるとともに，　
「世界・日本農業遺産保全計画（第２期）」の８つの取組基準と連動し，具体的
な目標が設定されていること。

・　構成員等が暴力団関係者でないこと。

＜周知・募集方法等＞
・　市広報やウェブサイト等により制度について周知
・　ステークホルダー（金融機関等）へも周知協力を依頼
・　申請者は原則，電子申請（メール等）により申請受付

(パートナーマーク）

＜効果・ねらい＞

・　世界農業遺産「大崎耕土」やSDGsを自分事として取組む
・　世界農業遺産「大崎耕土」の認知度向上と市民の誇り

　 （シビックプライド）の醸成
・　パートナーやステークホルダーとの連携による持続的な
　　大崎耕土の保全の推進

パートナー
（世界農業遺産「大崎耕土」・SDGs
に取組む個人.法人,教育機関,団体等）

大崎市
（世界農業遺産未来戦略室）

＜市の取組＞

・　市広報やウェブサイトで
　　パートナーの紹介
・　パートナーと連携した事業の推進
・　情報交換やマッチングの場の提供

＜パートナーのメリット＞
・　取組内容の公表によるPR
・　社会的責任を果たすことによる
　　顧客や投資家等からの評価
・　市のパートナーマーク等の使用
・　市や他のパートナー等との連携

連携

申請

登録
選択取組

＜SDGs目標（１７のゴール）>

＋

　＜世界農業遺産（８つの基準）＞　

　①食料と生計の保障

　②農業生物多様性

　③地域の伝統的な知識システム　⑥変化に対するレジリエンス

　④文化，価値観及び社会組織　　⑦多様な主体の参画

　⑤ランドスケープの特徴　　　　⑧6次産業化の推進

「おおさきGIAHS・SDGsパートナー」登録制度


